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(毎月 l回発行〕

基礎工事中の江湖の敷地

昭和42年2且20日(ー)

認今

テープレコーダ-1合

な
ど
本
路
線
の
改
良
整
備
を
四
十
二
年

度
か
ら
若
手
の
運
び
と
な
る
よ
う
実
現

方
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
な
お
、
陳
情

予
算
は
長
供
出
海
ま
で
約
四
億
円
。

(
次
号
に
つ
づ
く
)
文
阜
県
渡
辺

踏
切
に
ご
注
意

青島保育所用として

長浜町公民館櫛生支館術
品として
長浜小学校理科1商品購入
資金として
白滝公園遊歩道工事費の
一部として

物件|寄付者名| 目 的

ボ-'1/肉個小3個) I大字青塁 本 徳 之 助 |

! 大字櫛生
噌田清、坂東亀夫

l卸小学校prA | 
代表二宮金之助 l

| 白滝倒光協会長 l 
一宮亀久雄|

ありがとうございました

付

41.12. 1 

54T 日白
川年

金 16， 0 0 0円

金 90， 0 0 0円

41.12. 1 

41.12.14 

41.12.26 
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一
な
っ
て
、
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

一
入
学
の
頃
に
な
る
と
、
相
手
の
間
い

一
た
こ
と
に
対
し
て
、
も
っ
と
も
、
ふ
さ

一
わ
し
い
答
え
を
し
よ
う
と
思
う
の
で
、

一

一

か

え

っ

て

、

口

が

を

け

な

く

な

る

の

で

一

↑

す

。

一
ず
っ
と
小
さ
い
頃
か
え
し
つ
け
を
一
か
ら
だ
は
学
校
生
活
に

一
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
う
ち
の
子
は
も
一
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に

て
コ
心
配
な
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
イ
、
一
発
達
し
て
い
る
か

一
じ
つ
は
、
案
外
、
で
き
な
い
こ
と
が
あ
一
白
介
の
子
の
、
か
ら
だ
全
般
の
発
戸

一

る

も

の

で

す

。

一

が

、

標

準

よ

り

よ

い

か

わ

る

い

か

と

い

」

一
た
と
え
ば
、
他
人
に
も
の
を
伺
か
れ
一
う
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
大
変
一

一
て
、
返
事
を
す
る
こ
と
な
ど
士
寸
し
一
い
い
こ
と
で
す
。
目
の
病
気
は
な
い
か
一

一
と
き
は
、
ょ
く
で
き
た
子
が
、
大
き
く
一

1

1

:

ー

ま

一

一

一

耳

の

病

気

が

な

い

カ

と

れ

は

カ

カ

一

同

f
・1
1
7
t
y
-
-
J
t
r
・-
f
・%/、
J
E
-
-
7
1
1
1
J
I
-
-
-
¥
f
・2
・f
)
i
l
l
-
-
J
1
J
一
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に
、
忘
れ
ず
に
一

自

分

に

負

け

な

い

語

っ

て

い

た

だ

い

た

方

(

敬

称

略

)

一

ん

か

一

考

業

牒

一

一

み

て

い

た

だ

い

て

お

く

よ

ラ

に

し

ま

し

一

少

年

式

を

終

え

て

の

感

想

は

出

海

中

学

校

二

年

生

一

(

月

一

宮

躍

ゼ

ょ

う

。

一

平

井

少

年

の

日

を

迎

え

た

喜

び

と

強

い

意

志

を

つ

く

る

平

井

佐

雲

(

十

四

才

)

可

2
一

備

左

配

竺

も

し

、

こ

れ

ら

の

故

障

が

あ

れ

ば

一

一

刑
事
上
の
責
任
が
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
運
動
と
、
勉
強
に
一
生
懸
命
に
励
ん
で
浜
川
十
四
才
に
な
っ
た
の
で
、
親
坪
田
強
い
意
志
を
も
っ
て
、
健
康
木
村
龍
之

7
二

一

劃

一

工

期

町

清

浦

町

浦

地

奥

中

浜

一

一

か

な

ら

ず

、

入

学

臣

、

な

お

し

て

お

一

と
と
で
、
不
安
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ゃ
他
人
の
手
を
借
り
ず
、
何
ん
で
も
、
に
つ
と
め
、
何
で
も
や
っ
て
見
よ

5
と

平

田

実

(

M

)

一

{

加

一

落

比

来

長

一

一

く

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

木
村
式
の
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
て
す
菊
地
自
分
の
子
供
が
、
励
ま
さ
れ
自
分
で
し
ょ
う
と
思
い
ま
す
o

思

い

ま

す

。

そ

れ

か

ら

、

「

少

年

の

日

」

坪

田

里

一

一

(

庁

〉

一

九

追

一

部

恵

出

沖

沖

中

沖

築

前

豊

A

γ

一

交

通

規

則

に

し

た

が

っ

て

一

こ
れ
か
ら
の
責
任
を
感
じ
ま
し
た
。
て
い
る
よ
う
で
、
涙
が
で
る
よ
う
な
思
兵
藤
遠
い
目
的
地
に
向
っ
て
、
自
と
い
う
意
義
を
理
解
し
て
、
立
派
な
中
城
戸
哲
哉
(
グ
)
一
、
簿
一
号

U

双

山

川

似

加

必

m
m
訓

町

一

一

道

が

歩

け

る

か

平

田

少

年

の

日

を

迎

え

て

う

れ

し

い

で

し

た

。

分

の

こ

と

を

、

よ

く

自

覚

し

な

が

ら

、

学

生

に

な

ろ

う

と

思

い

ま

す

。

東

浦

房

枚

(

庁

)

二

号

一

番

3

3

l

M

一

日

科

目

ピ

詩

じ

っ

く

り

と

語

り

た

い

進

勺

時

計

担

、

;

問

、

軒

以

れ

い

よ

り

刊

日

佳

M
H

…
…
…
一
踊
て
よ
二

z
z
z

…
一
つ
刊
訂
い
い
円

γ
日

比

日

不

安

に

も

な

り

ま

す

。

-

少

年

の

臼

を

迎

え

て

、

家

庭

と

、

志

を

実

現

さ

せ

る

た

め

に

、

勉

強

く

り

、

何

事

も

や

っ

て

ゆ

き

た

い

と

忠

義

一

一

一

技

7
二

)

均

一

一

団

閉

畑

1

問

問

明

4

飢

時

三

ょ

5
に
練
習
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

坪

田

喜

び

と

、

不

安

と

が

半

半

で

で

は

ど

ん

な

こ

と

を

し

て

い

た

だ

き

ま

を

し

、

か

ら

だ

だ

け

の

健

康

だ

け

で

な

っ

て

い

ま

す

。

浜

川

宮

子

(

グ

)

干

放

一

氏

一

一

す

。

5
れ
し
い
と
も
い
え
ま
せ
ん
o

す

か

ワ

く

、

心

の

健

康

も

、

大

切

に

し

て

、

進

木

村

自

分

に

負

け

な

い

よ

う

な

強

菊

地

宣

之

(

中

二

担

当

)

一

〉

線

一

寸

2

8

叩

什

惚

8

0

竺
(
波
多
野
勤
子
「
小
学
生
の
心
理
」
か
ら
)

城
戸
喜
び
と
不
安
と
が
い
り
ま
と
城
戸
家
中
で
お
祝
い
を
し
て
く
れ
ん
で
ゆ
き
た
い
と
因
。
っ
て
い
ま
す
。
し
意
志
を
持
っ
て
、
志
を
ひ
と
つ
で
も
聞
ぎ
手
金
橋
通
朝
(
校
長
)
一
J

有

一

ペ

8

5

4

L

〔完〕

っ

た

気

持

で

す

。

そ

し

て

、

将

来

の

こ

ま

す

。

鈴

木

き

ょ

う

か

ら

、

士

山

を

た

て

て

多

く

実

現

し

て

ゆ

き

た

い

で

す

。

一

戸

「

丸

1.:jJ-Jf.2-1JL
「J11.:i.iI11.f1If.

譲

i
譲
ミi譲
ミ
譲
譲

i
譲
ミi譲

s譲
譲

is
ミ

i譲

S譲譲

i
ミ
ミi譲
ミ
譲
譲

i
遼
ミi譲
ミ
譲
ミ

i
譲

ミi譲
ミ
譲
蕊

i
譲
ミi譲
ミ
ミ
譲

i
ミ
ミ5ミ
ミ
ミ
譲

i
ミ
ミi譲
ミ
譲
ミ

i譲

s譲

譲

is
ミ

i巡
ミ
譲
ミ

i
譲
ミi蕊
ミ
遼
蕊

i
譲
ミi譲
ミ
蕊
譲
;
譲3i
譲
ミ
蕊
ミ

i
ミ

ミi譲
ミ
巡
譲

i
蕊
ミi譲

s譲
譲

i
ミ
ミi惑
ミ
蕊
譲
ミ
譲

i誕

i
譲
ミi譲
ミ
ミ
譲

i
ミ
ミiミ
ミ
譲
ミ

i譲
ミ
譲
議
ミ
譲
一
月
一
一
百
円
二

i
iは

一
つ
保
険
料
の
ま
上
が
る
こ
と
に
な
り

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J

一

ゃ

っ

た

と

と

い

っ

て

、

小

さ

い

芝

一

早

く

卵

が

一

子

は

少

し

ず

つ

死

ん

で

い

っ

た

o
f
zる

こ
と
に
し
、
金
魚
を
池
か
ら

f一
一
百
五
十
円
と
、
そ
れ
ぞ
れ
百
円
つ
一
ま
し
た
。

一

直

目

C
伊
騎
手

ABA-
二
三
び
き
持
っ
て
き
た
。
私
は
不
安
も
一
か
え
ら
な
い
か
な
一
「
成
長
す
る
の
は
、
一
干
匹
か
三
十
匹
一
し
て
、
別
の
容
を
つ
つ
し
、
五

i
l
l
-
-
i
i
j
i
-
-
-
-
-

一

準

時

ノ

¥

止

叉

闘

時

且

《

唱

ず

一

世

間

属

二

あ

っ

た

け

ど

、

う

れ

し

く

て

た

ま

ら

な

一

一

ぐ

ら

い

ざ

と

い

っ

て

い

た

が

、

そ

れ

一

日

の

憲

法

記

念

日

22利

用

し

て

一

マ

前

糊

刑

問

m

l
え
随
分
、
力
派
な
志
を
た
て
て

一

貴

;
J
1
1

一

v
i
iノ
二

計

れ

わ

れ

γ
日

駐

日

子

日

目

訪

日

刊

盟

主

引

け

わ

れ

れ

日

一

日

刊

誌

U
N
U
U
H
K荷
主

)

一

日

は

じ

日

口

問

唯

一

角

ま

一

己

VP

よ
3

〉
七
1

二
5
a
し

一

一

一

一

一

一

3

;

由
一
あ
の
放
送
は
、
六
回
に
わ
た
っ
て
放

一

植

生

私

企

¢

井

上

さ

八

一

一

入

れ

て

や

っ

た

。

一

精

す

る

の

で

あ

る

が

、

卵

を

食

べ

る

}

と

悲

し

く

な

っ

た

。

で

も

、

そ

れ

は

私

一

石

の

並

べ

方

を

研

究

し

、

慣

れ

な

い

セ

一

J
E
1ま
し
た
が
私
は
テ
レ
ビ
を

日

刊

誌

日

目

討

す

一

日

汀

討

な

ふ

く

ね

即

日

一

主

μ川

口

日

日

A
U間
一
一
一
っ
幻
れ
れ
い
た
金
魚
は
、
一
日
一
日
目
白
月
リ
ド
日

U
M
M
f
一

凶

叩

河

川

れ

わ

れ

工

踏

切

放

送

し

正

日

誌

日

わ

れ

れ

け

は

晴

れ

の

文

部

大

臣

賞

高

賞

し

一

)

こ

i畿

と

別

の

池

に

入

れ

た

。

一

一

日

と

成

長

す

る

に

つ

れ

て

赤

、

白

と

一

ま

ま

ぎ

だ

す

の

だ

。

赤

、

白

、

赤

一

一

v

一
こ
の
放
送
は
、
町
内
各
地
区
と
大

ま

し

た

。

一

命

勺

グ

ー

ホ

ト

J
議
麟
騨
一
号
、
早
く
卵
が
か
え
ら
な
い
か
な
五
し
ず
つ
色
が
つ
い
て
言
。
金
魚
が
一
白
混
合
の
色
と
り
ど
り
の
金
魚
た
ち
が
一
九
十
い
、
一
言
、
よ
く
聞
か
れ
て
い
た
こ
と
が
た

き
」
で
、
今
回
か
ら
数
回
に
ん
円
山
伏
/
¥
騒
騒
轍
一
あ
と
患
い
、
毎
日
空
見
に
行
っ
た
。
一
多
く
な
っ
た
の
で
、
兄
と

3
か

い

を

一

、

早

く

そ

う

な

ら

な

い

か

な

一

げ

ぷ

ャ

祈

一

か

り

ま

し

た

。

わ
た
っ
て
、
そ
の

2
3
1
川

2
i
d誠

一
卵
は
く
さ
っ
た
よ
う
な
色
に
な
っ
た
の
一
出
し
あ
っ
て
、

t
z
p
t
。

(

以

下

次

号

)

一

が

自

ラ

¥
f
o一

二
月
と
い

5
A、
行
事
が
多
い

介
い
た
し
ま
す

o
f
L髪
、
7

j
で
n

も
う
か
え
ら
な
い
の
か
と
思
っ
て
一
円

5333ggjSNugHUMmMU祝日日日
NMMU同日
以
遠
1

一

心

害

時

J

診
れ
わ
一
上
に
官
庁
、
学
校
な
ど
で
は
、
年
度

一

十

日

け

/

番

強

制

J

一
い
た
ら
、
一
二
十
日
の
朝
、
去
、
「
佳
而

1日

間

川

」

リ

川

日

一

般

、

同

調

司

i
「

富

が

さ

」

を

一

昨

す

外

ら

い

4
7合
一
の
し
め
く
く
り
の
月
で
す
し
、
一
般
の

目

以

は

勺

法

線

ぜ

¥

一

代

、

早

く

来

て

号

、

金

魚

が

か

え

っ

一

コ

コ

]

目

当

訂

為

一

設

霞

い

た

し

ま

し

た

。

/

1

L

7
わ
い
あ
守
安
土
之
母
、
一
会
社
で
も
、
三
月
決
算
を
す
る
と
こ
ろ

あ

弥

連

爪

一

て

い

る

ぞ

早

く

来

て

見

ど

と

い

一

民

一

己

主

邸

一

と

れ

は

人

人

の

善

意

に

よ

っ

て

お

両

川

ぺ

4

〈

E

一

2NU12日

鮮
糾
将
川
川
」
仁
川
利
一
っ
た
の
で
、
急
い
で
見
に
行
っ
た
。
一

G
[
s
z
f丸
一

か

れ

て

い

る

も

の

で

す

。

ど

し

ど

し

お

一

仰

州

市

一

七

ど

こ

ど

も

さ

ん

の

お

ら

れ

る

議
却
噌
持
凡
判
同
/
時
一
金
魚
の
子
を
捜
し
て
い
る
と
、
十
ぴ
↑
山
川
山
山
山
川

M
H
H日
一

気

軽

に

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

一

k

i

一
口
?
で
は
、
一
段
と
気
ぜ
わ
し
い
こ

t

/

〈

y
h
一
き
ぐ
ら
い
が
か
た
ま
っ
て
泳
い
で
い
た
一
マ
香
典
返
し
を
寄
付
一
な
お
、
ご
使
用
に
な
っ
た
場
合
、
一
出

/
i
j
1
4
1
U刈
干
で
い
よ
う
。

か
え
し
て
白
天
病
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
気
一
大
き
き
は
、
五
ミ
リ
ぐ
ら
い
だ
。
私
旦
大
字
豊
茂
の
久
保
千
穂
氏
は
一
万
円
一
必
ず
も
と
の
場
所
に
返
モ
下
さ
い
。
一

l
f枕
剥
げ
Aυ
人

νヘ
一
空
一
一
月
に
入
る
と
、
木
の
芽
ゃ
、
花

を
つ
け
て
育
て
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
。
一
こ
の
手
で
卵
を
採
り
、
こ
の
手
で
か
え
一
大
字
長
浜
の
衣
笠
武
雄
氏
は
=
一
万
円
を
一

V
一

月

か

ら

あ

が

り

ま

し

た

一

¥

堰

/

ん

/

i

l

J
汁
二
の
つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら
み
始
め
ま
す
。

母
に
買
っ
て
来
て
も
ら
っ
た
金
魚
は
一
し
た
の
だ
と
思
う
と
う
れ
し
く
な
り
、
一
香
典
返
し
の
か
わ
り
に
、
「
長
浜
町
社
一
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
こ
れ
ま
で
一
ド
ド
/
ケ

/

r

R

一
い
わ
ゆ
る
采
の
目
ど
き
」
で
す
。

お
な
か
が
大
き
か
っ
た
せ
い
か
、
四
月
孟
い
問
、
な
が
め
て
い
た
。
通
の
事
業
資
金
に
充
当
し
て
ほ
し
い
」
一
二
十
才
か
ら
二
千
四
才
ま
で
の
方
は
、
一
鴻
}
パ
/
出
一
こ
の
時
期
の
健
康
に
は
、
十
分
注
意
い

二

十

四

日

、

産

卵

し

た

。

ち

ょ

う

ど

そ

一

一

と

、

町

社

会

福

祉

協

議

会

へ

寄

付

さ

れ

-

月

百

円

、

三

十

五

才

以

上

の

方

は

月

百

一

…

た

し

ま

し

ょ

ラ

。

規

則

正

し

い

生

活

と

の
日
は
日
曜
目
だ
っ
た
の
で
し
ゅ
ろ
の
一
無
我
夢
中
で
池
作
り
一
ま
し
た
。
一
五
十
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
一
ま
し
た
と
こ
ろ
、
町
内
の
あ
る
ど
父
兄
一
ほ
ど
よ
い
運
動
、
そ
れ
に
、
十
分
な
栄

皮
を
入
れ
て
は
越
え
、
入
れ
て
は
替
え
一
次
次
と
卵
は
か
え
り
、
八
十
ぴ
き
竺

V
福
祉
が
さ
を
設
置
一
四
十
二
年
-
月
分
の
保
設
料
か
ら
、
一
の
方
か
ら
、
「
ふ
だ
ル
は
、
あ
ま
り
気
一
養
を
と
っ
て
、
た
の
し
い
春
を
迎
え
ま

t去、、-'

予定

第124号

町
内
の
中
学
校
各
校
舎
で
は
、
去
る

二
月
四
日
の
「
少
年
の
日
」
に
、
少
年

式
を
行
い
新
し
い
門
出
を
祝
い
、
四
百

六
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

こ
と
し
、
当
町
で
、
少
年
式
を
迎
え

た
少
年
少
女
た
ち
は
.
青
島
校
舎
二
十

八
人
、
長
浜
校
舎
百
七
十
四
人
、
櫛
生

校
舎
四
十
人
、
出
海
中
学
校
三
十
二
人

大
和
才
二
校
舎
三
十
七
人
、
大
和
芳
一

校
舎
三
十
三
人
、
そ
し
て
、
白
滝
校
舎

六
十
二
人
、
合
計
四
百
六
人
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
少
年
式
終
了
後
、

少
年
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
感
想
や
、

今
後
の
考
え
な
ど
を
う
か
が
っ
て
み
ま

し
た
。喜

び
と
、

不
安
と
が
半
半

~'j: j)王'PJ. 平既、露呈

'~1 

と
も
決
め
ま
し
た
。

東
浦
た
だ
感
激
で
い
っ
ぱ
い
で
す

鈴
木
少
年
の
日
を
迎
え
て
う
れ
し

松
本
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し

兵
藤
少
年
の
日
を
迎
え
て
う
れ
し

さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

浜
川
少
年
の
日
を
迎
え
て
う
れ
し
ぎ
よ
う
を
機
会
に
、
ど
ん
な

さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
決
意
を
さ
れ
ま
し
た
か
?

…
新
し
い
門
出
を
祝
田
つ

…
臨
時
百
六
人
を
激
融
…

第
三
国
少
年
式

平
井
今
夜
、
将
来
の
と
と
に
つ
い

て
、
父
母
と
、
じ
っ
く
り
語
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

兵
藤
家
へ
帰
っ
た
ら
、
ご
ち
そ
う

を
し
て
く
れ
ま
す
。

お

と

な

に

な

る

基

を

身

に

つ

け

る

(二)昭和42年2丹20日(毎月 1回20日発行)

金
魚
と
私

長
浜
中
学
校
櫛
生
校
舎

三
年
井
上
佳
代
子

「
佳
代
、
金
魚
を

一

買

っ

て

来

た

よ

」

新
学
任
で
は
、
先
般
、
月
刊
学
習
誌
一

「
中
学
生
の
計
両
学
習
」
の
創
刊
六
周
一
私
と
兄
は
三
年
前
、
金
魚
を
飼
っ
て

年
を
記
念
し
て
、
全
国
v

中
学
校
生
徒
の
一
い
た
。
で
も
、
そ
の
金
魚
は
全
部
白
天

桧
阿
と
作
文
を
拡
集
し
ま
し
た

u

一
病
に
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ

絵
図
の
部
で
は
、
三
千
二
十
六
点
一
で
、
私
は
、
金
魚
が
か
わ
い
そ
う
で
二

作
文
の
部
で
は
、
二
千
二
百
二
十
三
点
一
度
と
飼
う
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
決
果
、
作
文
一
と
こ
ろ
が
、
四
月
十
七
H
の
お
祭
り

の
部
で
、
一
二
点
が
選
ば
れ
、
長
浜
中
学
↑
に
母
が
「
佳
代
、
金
魚
を
買
っ
て
来
て

雪L

、一三、 l

歩
み
つ
づ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
物
事

は
、
基
礎
が
大
切
な
の
で
、
私
も
、
お

と
な
に
な
る
基
を
、
し
っ
か
り
身
に
つ

け
る
覚
悟
で
す
。

東
浦
少
年
の
日
を
迎
え
、
正
し
い

判
断
力
を
育
て
、
反
省
も
し
っ
か
り
し

自
覚
を
も
っ
て
、
正
し
い
行
動
に
励
み

美
し
い
心
、
た
く
ま
し
い
か
ら
だ
を
つ

く
っ
て
ゆ
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

城
戸
今
ま
で
の
行
動
を
反
省
し
、

今
ま
で
の
よ
う
に
計
画
を
し
て
も
実
行

し
な
い
の
で
な
く
、
計
画
に
し
た
が
っ

て
、
一
歩
一
歩
実
行
し
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
計
画

は
、
ま
ず
、
勉
強
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。

平
井
以
後
に
、
高
校
入
試
と
か
、

い
ろ
い
ろ
な
壁
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ら
の
壁
を
乗
り
越
え
、
あ
る
い
は
打
ち

破
っ
て
、
前
進
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

菊
地
み
な
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
志

が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
き
ょ
う
の

式
の
感
激
を
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

よ
う
に
、
そ
し
て
、
士
山
を
た
て
た
そ
の

も
の
に
向
っ
て
、
一
歩
一
歩
歩
ん
で
も

ら
い
、
そ
し
て
、
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る

中
学
生
、
あ
る
い
は
、
信
頼
さ
れ
る
社

会
人
に
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

川
入
学
前
の
子
ど
も
川
凶

で
は
、
こ
の
辺
で

0

0

0

 

う

っ

か

り

忘

れ

て

い

る

こ

と

は

な

い

か


